
別 記 様式 （第 ７ 条 関係 ）

議 会 報 告 会 実 施 報 告 書

開 催 日時
令 和 ５年 １１ 月 １ ４日 （火 ）

１ ６ 時３ ０分 ～ １ ８時 ００ 分

開 催 場所 茨 城 県立 土浦 第 一 高等 学校

出 席 議員

司 会者 鈴 木 一彦 （広 報 広聴 委 員会委 員 長 ）

報 告者

奥 谷 崇 （総 務 市民 委 員会委 員 長 ）

矢 口 勝雄 （文 教 厚生 委 員会委 員 長 ）

平 石 勝司 （産 業 建設 委 員会委 員 長 ）

記 録者

滝 田 賢治 （総 務 市民 委 員会）

根 本 法子 （文 教 厚生 委 員会）

吉 田 直起 （産 業 建設 委 員会）

・ 総 務市 民委 員 会（ ８ 名）

奥 谷 崇、 目黒 英 一、 古 沢喜幸 、 篠 塚昌 毅

小 坂 博、 滝田 賢 治、 菅 井歩美 、 栁 澤健 二

・ 文 教厚 生委 員 会（ ８ 名）

矢 口 勝雄 、田 中義 法 、吉 田千 鶴子 、鈴 木 一 彦

勝 田 達也 、福 田 勝夫 、 平岡房 子 、 根本 法子

・ 産 業建 設委 員 会（ ８ 名）

平 石 勝司 、今 野 貴子 、 竹内裕 、 寺 内充

海 老 原一 郎、下村 壽 郎、島岡 宏明 、吉 田 直 起

参 加 人数 １、 ２ 年生 計２ ８人

実施 内容

１ ． 議会 から の 報 告

各 常任 委員 会 （ 総務 市民 委 員会 、文 教厚 生 委員 会、

産 業 建設 委員 会 ）か ら の活 動報 告

２ ． 学生 との 意 見 交換

（テ ー マと 意 見の 要旨 を 記載 ）



主 な 意見

・ 提 言等

１ ． 総務 市民 委 員 会

「 低 投 票 率 の 原 因 は ？ 選 挙 の 投 票 率 を 向 上 さ せ る に

は ？ 」

・ 10 代 20 代 の 投 票 率 を 上 げ る に は ネ ッ ト 投 票 を し た 方

が投 票 率が 上 がる と思 う 。

・ 投 票率 が低 い の は政 治に 興 味が ない から 。

・ 投 票 環 境 に つ い て 改 善 し た ほ う が い い （ 駐 車 場 問 題 ・

学校 で 投票 で きる よう に する など ）。

・ 選 挙 に 行 く 意 味 、 政 策 、 市 の 情 勢 の 伝 え 方 や 、 人 と 選

挙 と 市 政 の 繋 げ 方 を 考 え た ほ う が い い 。 Ｓ Ｎ Ｓ 等 だ け

で は な く 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 持 ち 、 話 題 に あ げ て

いく こ とが 大 切。

・ 政 治 に 興 味 を 持 た せ る た め に ど う し た ら よ い か 、 模 索

した ほ うが い い。

・ 党 や 派 閥 ・ 会 派 に よ り 議 員 個 人 の 特 色 を 消 し て る 感 じ

が す る 。 党 や 派 閥 関 係 な く 目 の 前 の 議 題 に つ い て 自 分

で思 う 意見 を 出し たほ う がい い。

・ 議 員 を 選 ぶ 時 、 自 分 に 対 す る 利 益 を 追 求 し た り す る と

いけ な い。

・ 自 分が どう い う 風に 選ん だ らい いの か分 か らな い。

・ イ ン タ ー ネ ッ ト で 議 員 情 報 を 調 べ 、 自 分 に 合 っ た 議 員

を選 ん でい る 。

・ ア ン ケ ー ト 方 式 で 自 分 に 合 っ た 議 員 を 選 ん で く れ る ホ

ーム ペ ージ が ある 。

・ 政 策 に よ っ て 関 心 が 変 わ る 風 潮 が あ る 。 か と い っ て 関

心 を 引 く た め に 都 合 の よ い 政 策 ば か り を 挙 げ る と い う

のも 違 うと 思 う。

・ 住 民 同 士 の つ な が り が 薄 い こ と も 低 投 票 率 の １ つ の 要

因で は ない か 。



２ ． 文教 厚生 委 員 会

「 人 口減 少・ 少 子 高齢 化へ の 対策 につ いて 」

・ ハ ー ド 面 の 整 備 が 多 い 気 が す る 。 今 あ る も の を 活 用 し

たソ フ ト面 で の対 策が 必 要だ と思 う 。

・ 東 京 に 近 い と い う こ と だ け で は 、 魅 力 を 感 じ る 人 は 少

ない の で、 付 加価 値が 必 要だ と思 う 。

・ 近 隣 市 町 村 の 学 校 へ の ア ク セ ス を も っ と よ く し て は ど

うか 。

・ 学 校 帰 り 歩 い て 帰 る が 、 駅 ま で の 道 路 が 暗 く て 怖 い の

で、 街 灯を 増 やし てほ し い。

・ 治 安を 良く し て ほし い。

・ 観 光 資 源 を 活 用 し て 魅 力 を 高 め 、 人 口 増 加 に つ な げ て

はど う か（りん り ん ロー ドを 利 用し た、ア プリ の作 成 。

自 転 車 で 走 っ た ら ポ イ ン ト が つ い て 、 ポ イ ン ト が 貯 ま

った ら 商品 が もら える 等 ）。

・ 市 外 へ の ア ク セ ス （ 常 磐 線 、 バ ス ） が 良 い の は 土 浦 市

の魅 力 だと 思 う。

・ れ ん こ ん 料 理 を 作 っ て 食 べ た り 、 れ ん こ ん 掘 り の 体 験

を す る な ど 、 資 源 を 生 か し た サ イ ク リ ン グ の イ ベ ン ト

を 開 催 し 、 ま ず は 、 市 外 の 人 に 土 浦 の 魅 力 を 知 っ て も

らっ て はど う か。

・ タ ー ゲ ッ ト を 明 確 に し て 施 策 を 考 え た ほ う が い い と 思

う。

・ 万 人受 けす る 施 策を 展開 し ては どう か。

・ 若 者が 買物 で き る商 業施 設 は重 要だ と思 う 。

・ 市 外 か ら 人 を 呼 び 込 む の か 、 今 い る 市 民 の ニ ー ズ に 応

え 、 定 住 を 図 る の か 、 ど ち ら か に 絞 っ て 進 め て は ど う

か。



令 和５ 年 １１ 月２ ８ 日

（ 報 告先 ）土 浦 市 議会 議長 島岡 宏 明

土 浦 市 議 会 議 会 報 告 会 実 施 要 項 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 提 出 し

ま す 。

土 浦市 広報 広 聴委 員会 委員 長 鈴木 一 彦

３ ． 産業 建設 委 員 会

「 土 浦市 の魅 力 （ 発掘 ）に つ いて 」

・ 霞 ヶ浦 とり ん り んロ ード に より 相乗 効果 を 図る 。

・ 政 令 指 定 都 市 も 視 野 に 、 土 浦 市 と つ く ば 市 が 連 携 し て

茨 城 県 を 牽 引 す る （ Ｔ Ｘ 延 伸 ・ ス マ ー ト イ ン タ ー が 後

押し ）。

・ 亀 城 公 園 や 乙 戸 沼 公 園 な ど 公 園 の ア ピ ー ル を す べ き で

あ る （ 土 浦 市 に は 多 く の 都 市 公 園 が 現 存 す る 。 公 園 の

遊 具 更 新 や 健 康 遊 具 、 Ｂ Ｂ Ｑ 、 ハ イ キ ン グ な ど に よ り

利活 用 を促 進 する ）。

・ ホ ー ム ペ ー ジ や Ｓ Ｎ Ｓ を 作 る だ け で な く 、 情 報 の 発 信

方法 を 工夫 す る。

「 土 浦市 に観 光 客 を呼 び込 む ため には 」

・ お 祭 り を も っ と ア ピ ー ル し て は ど う か （ 市 民 が 楽 し む

だ け で な く 、 市 外 の 人 や イ ン バ ウ ン ド 客 が 楽 し め る 工

夫、 キ ャッ シ ュレ ス決 済 を促 進す る ）。

・ 博 物 館 を 活 用 す る （ 国 宝 が 土 浦 市 に は あ る 、 博 物 館 が

リ ニ ュ ー ア ル さ れ る 、 無 料 券 や キ ッ チ ン カ ー な ど で 集

客 を 促 進 す る 、 授 業 で 博 物 館 に 行 け る よ う に 機 会 の 創

出を す る）。

・花 火大 会 を活 用す る 。（ 来客 の滞 在 期間 を延 ばす た め に

イベ ン トを 前 日に も開 催 する（ フー ドフ ェス 等 ）、イ ン

バ ウ ン ド 客 に 分 か り や す い 案 内 を す る （ 交 通 規 制 に つ

いて 外 国語 で のア ナウ ン ス・ 表示 ））

そ の 他

特 記 事項


